
第３期群馬県国民健康保険運営方針（案）の概要 

健康福祉部国保援護課  

 

１ 策定の趣旨  

・国民健康保険運営方針は、県と市町村が一体となって国民健康保険制度を運営し、財政の安定化と

事業の広域化及び効率化を推進するための運営に関する統一的な方針として策定するもので、現行

（第２期）運営方針の実施期間が令和５年度末で終了するため、第３期運営方針を策定する。 

 

２ 位置付け  

・国民健康保険法第 82条の２に基づく都道府県国民健康保険運営方針 

・医療分野の個別実施計画       

 

３ 対象期間  

・令和６年度から令和１１年度までの６年間 

・ただし、３年が経過する時点で必要な見直しを行う 

 

４ 全体構成  

 

構 成 主な項目・記載事項 

第１章 

 基本的事項 

 

策定の目的、対象期間 等 

第２章 

 国民健康保険

の医療に要す

る費用及び財

政の見通し 

 

 

 

医療費の動向と将来の国保財政の見通し 

 市町村国保医療費総額は、被保険者数の減少により減少傾向にある一方、

１人当たり医療費は医療の高度化等に伴い、増加傾向が継続すると見込まれる。  

赤字解消・削減の取組 

  本県においては、令和元年度以降、決算補填等目的の繰入を行った市町

村はないが、引き続き、赤字を生じさせないよう取り組む。 

第３章 

 納付金及び標

準保険料率の

算定方法並び

に保険税水準

の統一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保険税水準の統一 

（１）基本的な考え方 

 急な保険税水準の統一は市町村によっては被保険者負担が急激に増加す

ることがあるため、段階的に統一を進める。 

（２）統一の定義及び時期 

    県内のどこに住んでいても、同じ所得水準・世帯構成であれば同じ保険税

であることを「完全統一」と定義。 

第１段階：令和６年度  

納付金ベースの統一（納付金算定に医療費水準を反映させることを廃止） 

第２段階：令和９年度  

準統一（完全統一に向けた移行期間） 

最終段階：令和15年度（目標）  

完全統一 

令和５年度国保連携会議 
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第４章 

  保険税の徴収

の適正な実施 

 

保険税収納対策の強化 

収納率向上取組基準を策定し、令和６年度から令和８年度までを収納率

向上取組推進期間とする。基準達成のために、市町村は予算措置や人員確

保等の必要な対策を講じ、県及び国保連合会については、技術・財政支援

を行う。 

第５章 

 保険給付の適

正な実施 

 

過誤調整等の取組強化 

  被保険者資格喪失後の受診により発生する返還金の保険者間調整の負

担軽減のため、オンライン資格確認等システムを活用した振替・分割処理

の実施。 

第６章 

 医療費の適正

化の取組 

 

データヘルス計画に基づく保健事業の推進 

  各市町村の第３期データヘルス計画（令和６～11年度）に基づく効果的

・効率的な保健事業の実施。 

特定健康診査・特定保健指導の実施 

  ＤＸの推進や受診勧奨の徹底等による特定健康診査受診率及び特定保

健指導実施率の向上。 

第７章 

 市町村事務の

広域的及び効

率的な運営の

推進    

 

事務処理の標準化 

  高額療養費の支給申請の簡素化について令和７年度末を目途に全市町

村での実施を目指す。 

第８章 

 保健医療サー

ビス・福祉サ

ービス等に関

する施策との

連携 

 

保健医療サービス・福祉サービス等との連携、他計画との連携 

第９章 

 その他 

 

県市町村国民健康保険連携会議の開催 等 

 

５ これまでの主な経過、今後の予定  

・令和５年 ５月～１１月     市町村との調整 

・    １１月         群馬県国民健康保険運営協議会へ諮問 

・    １２月         県議会第３回後期定例会で説明 

・    １２月～令和６年１月  パブリックコメントの実施 

・令和６年 ２月         群馬県国民健康保険運営協議会から答申 

・     ３月         策定、公表 

 


